
楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨10月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く
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「
皇
」
の
位
置
に
注
意

丸
味
を
帯
び
た
動
き
で

の
余
白
部
分
は
ほ
ぼ
均
一
に

中心

中心

終
筆
ま
で

力
を
抜
か
な
い

〔
固
〕

〔
知
〕

〔
栖
〕

〔

　〕

〔
弗
〕

〔
已
〕

１
・
２
画
目
の
始
筆
は
接
し
な
い
。
２
画
目
縦
の
部
分
は
１
画
目
に

対
応
さ
せ
な
が
ら
丸
味
を
帯
び
た
動
き
で
、
中
の
空
間
の
と
り
方
に

留
意
す
る
。

偏
は
縦
長
に
つ
く
り
、
右
側
は
縦
に
一
線
に
揃
え
る
。
口
は
位
置
に

注
意
し
、
上
下
に
余
白
を
つ
く
る
。
偏
・
旁
と
も
接
筆
に
僅
か
な
余

白
を
残
す
。

偏
は
縦
長
に
、
逆
に
旁
は
上
下
を
広
く
空
け
て
、
横
広
に
ま
と
め
る
。

３
画
目
の
左
払
い
は
終
筆
ま
で
力
を
抜
か
な
い
。

⻌
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
皇
を
書
く
。
皇
の
右
側
に
広
い
空
間
が
残

る
よ
う
に
、
最
終
画
を
長
く
払
う
。

縦
・
横
の
間
隔
・
方
向
に
気
を
配
り
、
余
白
を
ほ
ぼ
均
一
に
と
る
よ

う
に
工
夫
す
る
。
縦
画
は
右
側
を
長
く
、
下
部
で
や
や
広
が
り
を
も

た
せ
る
。

１
画
目
は
中
心
を
考
え
な
が
ら
、
左
に
寄
せ
る
。
最
終
画
は
曲
げ
て

か
ら
横
へ
長
く
、
終
筆
は
ま
上
に
は
ね
る
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

孔
子
廟
堂
碑（
虞
世
南
）

こ
う

し
び
ょ
う
ど
う
の
ひ

ぐ

せ
い
な
ん

〔
固
知
栖

弗
已
〕
固も

と

よ
り
栖せ

い
こ
う

已や

ま
ざ
る
も
、

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 古 川 暁 洲 臨10月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
松
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



立
て
て

方
向
に
注
意

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

太
く
ど
っ
し
り
と

下
部
で
広
が
る

〔
崇
〕

〔
山
〕

〔
峻
〕

〔
領
〕

〔
茂
〕

〔
林
〕

山
は
小
さ
く
、
宀
を
横
広
に
書
き
、
１
画
目
の
点
は
横
画
を
つ
き
通

す
。
下
部
２
つ
の
点
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
。

全
体
小
さ
め
に
ま
と
め
る
。
縦
画
の
方
向
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
に

注
意
。
左
右
の
余
白
は
左
側
を
広
く
、
右
側
を
狭
く
す
る
。

山
は
上
部
に
置
き
、
小
さ
く
書
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
旁
は
下
部
へ

い
く
に
し
た
が
っ
て
幅
が
広
く
な
り
、
動
き
も
大
き
く
な
る
。

１
画
目
左
は
ら
い
を
長
く
、
そ
の
方
向
に
注
意
す
る
。
偏
の
最
終
画

は
短
い
縦
画
と
な
る
。
旁
は
横
画
の
方
向
を
変
化
さ
せ
、
　
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
。

上
部
の
動
き
を
軽
快
に
。
下
部
は
筆
の
動
き
を
よ
く
見
て
、
太
細
の

変
化
も
つ
け
る
よ
う
に
。
中
の
空
間
を
広
く
あ
け
る
と
安
定
す
る
。

偏
を
太
く
、
旁
を
細
く
書
く
。
１
画
目
は
太
目
に
ど
っ
し
り
と
。
偏

か
ら
旁
へ
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

蘭
亭
叙（
王
羲
之
）

ら
ん
て
い
じ
ょ

お
う

ぎ

し

原　

帖

〔
崇
山
峻
領
茂
林
〕
崇す

う

山ざ
ん

峻し
ゅ
ん

領れ
い

、
茂も

林り
ん（
脩し

ゅ
う

竹ち
く

有あ

り
。）
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 奈 良 岱 奉 臨10月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜八段）

使
用
筆（
旭
水
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



力
強
く

払
い
出
す

力
を
抜
い
て

軽
く
払
う 上

下
の
大
き
さ
に
注
意

偏
と
旁
の
間
を
広
く

左
は
軽
く

方
向
に

変
化
を
つ
け
る

右
払
い
は
十
分

長
く
力
強
く

中心 中心

〔
孔
〕

〔
寶
〕

〔
倶
〕

〔
制
〕

〔
元
〕

〔
道
〕

中
心
に
気
を
配
り
、
偏
の
上
部
を
引
き
し
め
、
下
部
は
は
ら
い
を
ゆ

っ
た
り
と
。
旁
の
下
部
は
太
目
に
力
強
く
。

１
画
目
の
点
の
位
置
に
注
意
。
宀
は
横
広
に
書
き
字
幅
を
と
る
。
　

は
小
さ
く
宀
に
入
り
込
ま
せ
る
。
目
は
ほ
ぼ
中
央
に
書
き
、
下
部
２

点
の
開
き
具
合
に
気
を
つ
け
る
。

１
画
目
は
短
く
、
２
画
目
は
長
く
ま
っ
す
ぐ
下
に
。
目
は
下
部
を
引

き
し
め
る
。
下
部
は
旁
を
下
げ
る
。

偏
は
横
の
間
隔
を
等
し
く
、
下
部
は
細
か
い
部
分
を
よ
く
見
て
、
偏

と
旁
の
間
を
広
く
あ
け
る
。

全
体
に
下
部
で
広
が
る
形
に
ま
と
め
る
。
２
・
３
・
４
画
目
の
始
筆

は
接
し
な
い
。
４
画
目
は
折
れ
て
か
ら
横
に
長
く
、
太
目
に
力
強
く

は
ら
う
。

３
画
目
横
画
を
長
め
に
し
、
目
は
小
さ
め
に
。
⻌
の
各
画
の
方
向
に

注
意
し
、
右
は
ら
い
は
し
だ
い
に
筆
圧
を
加
え
の
び
の
び
と
は
ら
う
。

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

礼
器
碑

れ
い

き

ひ

〔
孔
寶
倶
制
元
道
〕
孔こ

う

寶ほ
う

を（
育い

く

し
）、
倶と

も

に
元げ

ん

道ど
う

を
制せ

い

し

原　

帖
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調和体（漢字かな交じり文）課題 津島春汀書10月号

※出品段級位（調和体部 新級〜八段）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
秋◎

の
夜
長
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
昨
日　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
好◎

き
な
お
煎
餅
を
送
り

　
　
　

ま
し
た
塩
分
控
え
め
な
も
の
を
選◎

ん
で　

い
ま
す
ご
笑
味
く
だ
さ
い
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漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

書
き
出
し
含
墨
十
分
に

し
っ
か
り
と

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

冷
静
沈
着

小
さ
く

引
き
し
め
て

ゆ
っ
た
り
と

穏
や
か
に

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

岡 田 契 雪先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）

た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
の
中
で
自
分
の
表
現
方
法
を

高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
文
字
群
の
括く

く

り
方
に
つ
い
て
は
、
月
に
よ
っ
て
不
確
定
な
や
り
方
に
疑
問
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
作
品
で
は
文
字
の
横
並
び
を
避
け
る
こ

と
が
肝
要
で
、
文
字
の
流
れ
と
も
係
わ
り
が
あ
っ
て
、
そ
の
場
に
即
し
た
表
現
を
と

る
こ
と
を
心
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
岡
田
契
雪
先
生
よ
り
）

　

ど
ん
な
芸
術
に
も
空
間
に
対
す
る
感
覚
は
大
切
な
要
素
で
す
。
と
り
わ
け
白
と
黒

の
み
で
表
現
す
る
書
に
と
っ
て
、
白
す
な
わ
ち
空
間
の
大
切
さ
は
今
ま
で
の
解
説
で

も
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
の
場
合
、
そ
れ
は
文
字
造
形
に
お
け
る
白
で
あ
っ

た
り
し
ま
す
が
、
要
す
る
に
空
間
に
対
す
る
感
性
が
大
切
な
要
素
で
し
ょ
う
。
空
間

と
線
質
と
造
形
が
見
る
も
の
に
と
っ
て
様
々
な

感
じ
を
与
え
、
作
品
の
多
様
さ
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

理
屈
で
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ど
う
表
現
す
る

か
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
結
局
良
い
書
を

見
、
鑑
賞
す
る
こ
と
以
外
に
は
無
い
よ
う
で
す
。

他
に
書
に
関
す
る
出
版
物
を
出
来
る
だ
け
見
る

こ
と
、
そ
し
て
「
こ
ん
な
書
も
あ
る
の
か
」
と

い
っ
た
段
階
か
ら
、「
こ
ん
な
も
の
を
書
い
て
み

〔
心

◎

逐
南
雲
逝　

形
隨
北
雁

◎

來　

故
鄕
籬
下
菊　

今

◎

日
幾
花
開
〕
江こ

う　

総そ
う　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
心こ

こ
ろ

は
南な

ん

雲う
ん

を
逐お

い
て
逝ゆ

き
、
形か

た
ち

は
北ほ

く

雁が
ん

に
随し

た
が

い
て
来き

た

る
。
故こ

郷き
ょ
う

籬り

下か

の
菊き

く

、
今こ

ん

日に
ち

幾い
く

花か

か
開ひ

ら

く
。

意
味
︱
心
は
南
の
雲
を
追
っ
か
け
て
ゆ
き
、
形か

ら
だ

も
北
か
ら
飛
ぶ
雁
に
従
っ
て
来
た
。
故
郷
の
垣
根
の
菊
は
、
今
日
い
く
つ
の
花
が
咲
い
た
だ
ろ
う
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
八
段
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
以

◎

竹
兩
附
口　

相
將
上
雲
衢

◎

　

報
汝
愼
勿

◎

語　

一
語
墮
泥
塗
〕　

読
み
︱
竹
を
以
て
両と

も

に
口
に
附
し
、
相あ

い
将ひ

き

い
て
雲う

ん

衢く

に
上の

ぼ

る
。
汝な

ん
じ

に
報ほ

う

ず
慎つ

つ
し

ん
で
語
る
勿な

か
れ
、
一ひ

と

た
び
語
れ
ば
泥で

い

塗と

に
堕お

ち
ん
。

意
味
︱
竹
を
二
羽
の
口
に
く
わ
え
、
亀
を
運
ん
で
雲
の
通
い
路
に
の
ぼ
っ
た
。
お
ま
え
に
告
げ
る
、
慎
ん
で

　
　
　

し
ゃ
べ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
べ
れ
ば
泥
の
中
に
落
ち
る
ぞ
と
。 使

用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

15
字
と
し
、
詩
の
意
味
が
中
途
で
切
れ
な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
残
り
の
語
句
が
五
言
の
絶
句
、
す
な
わ
ち
20
字
あ
っ
た
の
で
全
部
お
さ
め
、

落
款
を
横
に
入
れ
ま
し
た
。
左
の
原
帖
と
見
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。
行
の
う

ね
り
で
す
。
私
の
書
い
て
る
参
考
手
本
は
少
々
う
ね
り
を
抑
え
、
半
切
２
行

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
さ
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

衢
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
＝

　
　

◆
蜀し

ょ
く 

素そ 

帖ち
ょ
う

（
米べ

い

芾ふ
つ

）

　

ヒ
デ
さ
ん
こ
と
タ
レ
ン
ト
の
中
山
秀
征
さ
ん
は
以
前
、
書
道
を
や
っ
て
い

た
と
の
事
。
子
供
た
ち
に
は
学
ば
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
冬
休
み
の
課
題
を

見
る
と
字
が
汚
い
。
大
人
に
な
っ
て
立
派
な
こ
と
を
や
っ
た
り
言
っ
て
も
「
何

こ
れ
」
っ
て
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
す
ご
く
美
人
の
方
の
字
が
綺
麗
じ

ゃ
な
い
と
「
も
っ
た
い
な
い
」
っ
て
感
じ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

せ
め
て
あ
る
程
度
整
っ
た
字
が
書
け
る
よ
う
に
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ま
た

書
道
を
や
ろ
う
か
な
、
と
話
し
て
い
ま
す
。
書
を
学
ん
で
る
私
達
に
と
っ
て

芸
能
界
に
い
る
人
か
ら
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
書
の
大
切
さ
を
ど
し
ど
し
発
信
し

て
も
ら
え
た
ら
、
仲
間
が
増
え
る
か
も
ネ
ー
と
。
淡
い
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
月
で
五
言
古
詩
が
終
わ
り
ま
し
た
。
４
月
号
か
ら
１
行
目
に
8
字

か
９
字
を
配
し
、
２
行
目
に
五
言
句
の
残
り
７
字
か
６
字
を
書
き
合
わ
せ
て

（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）
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実 用 課 題 三 浦 芳 汀 書10月号

※出品段級位（実用課題 新級〜五段）

使
用
筆（
寿
無
涯
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

「
実
用
課
題
」は
、
段
級
位
認
定
証
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。（
支
部
長
先
生
は
支
部
長
手
帳
の
Ｐ
21
を
ご
覧
下
さ
い
。）

豊ほ
う　

作さ
く

お
宮み

や

参ま
い

り

行こ
う　

楽ら
く

命め
い

名め
い

御お

礼れ
い

芸げ
い　

術じ
ゅ
つ

内う
ち　

祝い
わ
い
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か　な　課　題（かな半紙部） 湯川三壽先生書10月号

注
意
→
支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は

　
　
　

鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

使
用
筆（
南
風
）・
使
用
紙（
か
な
用
料
紙
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

※
19
ペ
ー
ジ（
下
段
）に
解
説
が
あ
り
ま
す
。

読
み
︱
白し

ら

樺か
ば

を
幽か

す

か
に
霧き

り

の
ゆ
く
音お

と

か
（
水
原
秋
桜
子
）

意
味
︱
白
樺
を
流
れ
る
霧
は
、
幻
想
的
で
あ
る
。
耳
を
す
ま
す
と
幽
か
に
霧
の
流
れ
る
音
が
す
る
。

し
ら
か
者は

を
閑か

春す

可か

耳に

き
利り

の
遊ゆ

く
お
と
家か

（
◎
は
墨
つ
ぎ
）

◎

◎

※出品段級位（かな半紙部 新級〜八段）　 　 　 　 　 　 《 俳 句 課 題 》
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詰
め
て

太

太

太

細細

細

密

小

大

疎

◎

◎

か
な
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
か
な
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

湯 川 三 壽先生書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

　

か
な
の
特
徴
で
も
あ
る
連
綿
は
続
け
ば
続
く
だ
け
斜
線
が
う
る
さ
く
見
え
、
又
右
か
ら
左

に
引
く
線
の
指
向
性
に
よ
っ
て
行
が
左
に
傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
字
形
の
大
小
・
長
短
・
広
狭
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が

ら
、
自
然
で
無
理
の
な
い
連
綿
の
仕
方
を
考
え
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
中
に
は
連
綿
線
は
速
く
書
く
も
の
と
考
え
て

い
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
流
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
筆
先
に

圧
を
加
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
書
く
こ
と
を
す
す
め

ま
す
。

　
『
大
字
作
品
で
は
、
文
字
の
大
小
を
大
胆
に
表
現
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
漢
字

で
は
画
数
の
少
な
い
字
を
小
さ
く
（
白
）、
画
数
の
多
い
字
を
大
き
く
（
樺
・
霧
）、
仮
名
に

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
文
字
の
大
き
さ
、
外
形
が
あ
り
ま
す
。
今
月
作
で
は
、「
か
・
く
」
を

小
さ
く
「
耳
」
は
大
き
く
書
き
ま
し
ょ
う
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『　

』
内
は
湯
川
三
壽
先
生
よ
り
）

使
用
筆（
雅
）・
使
用
紙（
か
な
条
幅
用
紙
半
切
・
桂
風
）・
使
用
墨（
天
衣
無
縫〈
固
型
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

〔
白
樺
を
可か

須す

か
耳に

霧
の
ゆ
く
音
可か

〕　

読
み
︱
白し

ら

樺か
ば

を
幽か

す

か
に
霧き

り

の
ゆ
く
音お

と

か
（
水
原
秋
桜
子
）

意
味
︱
白
樺
を
流
れ
る
霧
は
、
幻
想
的
で
あ
る
。
耳
を
す
ま
す
と
幽
か
に
霧
の
流
れ
る
音
が
す
る
。

◎

◎

読
み
︱
白し

ら

樺か
ば

を
幽か

す

か
に
霧き

り

の
ゆ
く
音お

と

か
（
水
原
秋
桜
子
）

意
味
︱
白
樺
を
流
れ
る
霧
は
、
幻
想
的
で
あ
る
。
耳
を
す
ま
す
と
幽
か
に
霧
の
流
れ
る
音
が
す
る
。
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深
ま
る
秋
を
楓
や
ハ
ゼ
ノ

キ
に
感
じ
る
こ
の
季
節
、
思

わ
ず
童
謡
が
口
か
ら
出
て
き

ま
す
。
や
は
り
秋
に
は
郷
愁

と
い
う
言
葉
が
合
う
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
と
ん
ぼ
を
見
か

け
る
こ
と
が
本
当
に
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
昔
は
オ
ニ
ヤ

ン
マ
も
珍
し
く
な
か
っ
た
し
、

赤
と
ん
ぼ
は
う
る
さ
い
ほ
ど

そ
こ
ら
辺
を
飛
び
回
っ
て
い

た
の
に
、
今
で
は
野
辺
や
山

に
探
し
に
行
か
な
い
と
見
れ

な
い
の
は
、
自
然
が
少
し
ず

つ
失
わ
れ
て
き
て
る
の
で
し

ょ
う
。

　

し
ば
し
懐
か
し
さ
を
書
友

の
皆
様
と
共
に
過
ご
し
て
み

た
い
と
考
え
本
作
に
取
組
み

ま
し
た
。

　

筆
は
羊
毛
の
小
筆
。
紙
は

四
半
切
。

　

こ
の
語
句
に
は
鴈（
雁
）が
つ
く
の
で
晩
秋
の
頃
を

詠
ん
だ
も
の
で
す
。
文
字
か
ら
し
て
単
純
に
、
雲
の

中
を
雁
が
飛
ん
で
ゆ
く
、
の
と
は
大
違
い
で
味
わ
っ

て
み
る
と
深
ー
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
書
も
同
じ
で

観
る
勉
強
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
を
実
際
書
く
こ
と

に
よ
っ
て
、よ
り
真
実（
用
筆
と
か
線
の
タ
ッ
チ
）が
見

え
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

筆
は
旭
水
。
紙
は
半
紙
松
。
作
品
は
※

張ち
ょ
う

瑞ず
い

図と

風
。

　

※
張
瑞
図
…
明
代
の
文
人
書
家
。
柳
葉
風
の
線
が
特
徴
。

書
作
品
を
書
こ
う

書
作
品
を
書
こ
う

夕
や
け
小
や
け
の
赤
と
ん
ぼ

負
わ
れ
て
見
た
の
は
い
つ
の
日
か

三
木
露
風
詞　

赤
と
ん
ぼ
を

雲　

中　

鴈　
雲う
ん

中ち
ゅ
う

の
雁か
り

寒
く
な
っ
て
南
に
飛
ん
で
い
く
雁
を
見
て
、
寒
気
の
や
っ

て
来
た
の
を
知
る
。
そ
の
よ
う
に
、
真
実
を
体
得
し
た
人

に
会
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
境
地
を
悟
る
こ
と
は
出
来
な
い

こ
と
。「
師
云
、
不
レ

覩
二

雲
中
鴈
一

、　

焉
知
二

沙
塞
寒
一

」（
師

云い

う
、
雲
中
鴈
を
覩み

ざ
れ
ば
、
焉い
ず

く
ん
ぞ
沙さ

塞さ
い

の
寒
き
を

知
ら
ん
、
と
）　
〔「
趙
州
録
」
下
〕

１
．
締
切　

11
月
10
日
（
10
月
号
例
月
作
品

に
同
送
可
。そ
の
場
合
、別
封
筒

に
入
れ
て
「
書
作
品
を
書
こ
う
」

と
書
い
て
同
送
の
こ
と
。）

２
．
発
表　

28
年
２
月
号

３
．
規
定
用
紙　

四
半
切
か
半
紙

４
．
優
秀
作
品
１
点
だ
け
紙
上
に
て
発
表

　
　
（
批
評
コ
メ
ン
ト
つ
き
）そ
の
他
は
姓
号

の
み
発
表

５
．
段
級
位
に
関
係
な
く
誰
で
も
出
品
可

６
．
返
送
不
可

※
出
品
は
掲
載
し
て
い
る
作
品
と
同
じ
も
の

を
書
い
て
も
よ
い
。
ま
た
、
当
月
規
定
用

紙
で
あ
れ
ば
自
由
作
品
可
。

応 募 規 定

☆
小　

池　

彩　

霞

☆
山　

上　

樹　

奏

・
金　

澤　

羅　

胡

・
加
賀
谷　

錦　

泉

・
畑　

中　

玲　

潤

　
　
（
☆
は
調
和
体
）

○
一
点
一
画
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
で

研
究
熱
心
さ
を
覚
え
る
。
も
っ

と
抑
揚
を
つ
け
て
動
き
を
出
せ

ば
更
に
よ
い
。

出 品 者

大泉　香華 ６
月
号
応
募
優
秀
作
品
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ペン楷書課題（ペン部）10月号 奈 良 岱 奉 書

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

ペン行 書 課 題（ペン部）10月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
エ
マ
ソ
ン（
１
８
０
３
〜
１
８
８
２
）…
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
思
想
家
。
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ペン行書課題（ペン部）10月号 奈 良 岱 奉 書

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

※
エ
マ
ソ
ン（
１
８
０
３
〜
１
８
８
２
）…
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
・
思
想
家
。
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支 部 名

段 級 位

氏　　名

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
２
７
０
円

（
美
文
字
筆
ペ
ン
細
字
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

ペン手紙課題（ペン部）10月号 奈 良 岱 奉 書

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

秋
の
夜
長
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
　
昨
日
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
煎
餅
を
　

送
り
ま
し
た
塩
分
控
え
め
な
も
の
を
　
選
ん
で
い
ま
す
ご
笑
味
く
だ
さ
い

10月号

※出品段級位（ペン部 新級～八段）

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
６
２
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
８
行
使
用
）

※
鈴
木
正
三（
１
５
７
９
〜
１
６
５
５
）…
江
戸
初
期
の
僧
侶
。
仮
名
草
子
作
者
。

す
ず

し
ょ
う

き

ぞ
う
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